
は じ め に

この年鑑は、平成２０年（一部は平成２０年度）における人口動態統計、医療

施設調査、病院報告、地域保健・健康増進事業報告等の各種保健統計調査結果に

ついてとりまとめたものです。

本県の平成２０年の人口動態統計についてみると、合計特殊出生率は１．５３

で、３年連続で上昇し、出生数、出生率についても前年を上回りました。また、

自然増加については、全国的には前年に引き続き自然減となりましたが、本県で

も、平成１１年以降、死亡数が出生数を上回る自然減の状態が続いています。さ

らに、国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口によると、本県は今後も少

子・高齢化、人口の自然減が続き、平成２７年には、人口は１，１５４千人、高

齢化率は３０．３％になると推計され、将来の経済社会に深刻な影響を及ぼすこ

とが懸念されています。

本県ではこうした状況を踏まえ、平成２１年３月に「安心・活力・発展プラン

２００５」のさらなる推進のため「大分県中期行財政運営ビジョン」を策定し、

「子育て満足度日本一の大分県」、「子どもの笑顔をはぐくみ、未来を拓く大分県」、

「いきいきと暮らし働くことができる大分県」の実現に努めています。

多様化する県民ニーズに的確に対応し、将来を展望した施策の展開を図るため

には、地域の実態や特性の詳細な分析が必要であり、その基礎となる統計資料は

ますます重要となってくるものと考えます。

この年鑑が行政に携わる方々だけでなく、広く関係の皆様に活用されることを

願いますとともに、この年鑑を刊行するに当たり、調査にひとかたならぬ御協力

をいただいた市町村の方々をはじめ、関係各位に厚く御礼申し上げます。
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